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昆虫は食物連鎖の一部です。昆虫は光合成をする植物の
主要な消費者ですが、彼ら自身（昆虫）も昆虫を捕食する動
物の豊かな栄養源となります。よって、昆虫は全てのステー
ジで鳥、コウモリ、トカゲ、クモやその他の森にいる生き物
に捕食される危険に晒されています。他の動物の食事にな
るのを避けるために蝶は翅の色彩模様をカモフラージュに
使ったり、目玉模様やとげを発達させ敵を惑わすなどるな
ど、ど、いくつかの形質を進化させてきました。

Coenophlebia archidona, エクアドルのアマゾン
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はかき乱された時、警
戒色と攻撃的な行動を

使います。

カモフラージュ。 蝶の中には複雑なデ
ザインの蝶もいて、それが森の中でのカモフラージ

ュに役立っています。Tigridia acesta and Colobura 

dirceの２種は木の幹に長い間翅を閉じて動かずに

止まっています。黒い縞模様がこれらの蝶の輪郭を

ぼかし、見つけにくくしています。

敵を怖がらせる。
赤、黄色、そして黒のコンビネーションの警戒色

を使うものがいます。他には刺性の毛やトゲな

どです。グル―プで集合体として生きる幼虫は同

期的に体を反らせるなどして反応します。

若齢期のサバイバル
幼虫と蛹は特に捕食に晒さらされやすいです。しかし、彼らはいくつもの防衛戦略を持っています。

ジャングルの中に隠れる
カモフラージュを使うのを好むものもいます

。彼らは枯れ葉、木の欠片や鳥の糞に似てい

たりします。成虫のように、目玉模様で攻撃を

反らせるものもいます。

偽の頭。 鳥が蝶を捕まえようとする時、主に頭を狙います。シジミチョウの中
には捕食者が頭が後ろにあると思わせる触角に似た動く尾状突起を持っているも

のもいます。翅の色や模様も尾状突起の方に注意を背けるようにデザインされてい

ます。鳥が尾状突起を攻撃すると、この尾状突起がちぎれて蝶を逃がすのです。

透明性。 他のタテハチョウ、例えば
Cithaeriasは透明です。彼らは暗い森の

地面近くを住みかとしています。飛んでい

ると羽ばたきとともに消えては現れてい

るように見えます。

目玉模様。 翅の模様の中には目玉に似
たコントラストのある円形のデザインもありま

す。これらの目玉は捕食者をより大きな動物に

出くわしたと思わせ、攻撃を頭・体からそらせ、

欺く働きがあると考えられています。


